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＜連絡事項＞　

· 明日、１２/１３（火）病院実地指導が行われます。

· 栄養管理室より12/15の昼食の果物が柿からみかんにメニュー変更になりました。

· １２/１６～１/１５までの検査誘導について、今まで検査担当者が行っていましたがこの期間において担当者はつけないとのことで、各病棟で検査時の誘導、検査室内での介助、助手業務を行って下さいとの事です。くれぐれも誘導してボーッとしている事の無いようにしましょう。　

· 年末年始の検査センターの営業についてのお知らせです。

１２/３０(金)　午前中の受け付けのみ(通常の土曜日と同様の営業)9：30～10：00集配

１２/３１(土)　１/３(火)は休業

１/４(水)　　　通常通りの営業

但し、検査項目によって(細菌検査等)は年末の受付締め切り日が決まっているものもあると思いますので案内が来次第再度報告致します。

· 蛯名　勝幸様～正月の外泊については、12/23(金)の外出時の様子にて、ご家族が考え　　　　　　　られるとの事です。帰院時の確認をお願いします。

· 成田　賀枝様～１２月１９日(月)１１：３０、主治医との面談を行います。ご家族との　　　　　　　連絡は取れています。

· 駒木　学様～１２/１３(火)、腕時計が欲しいとの事で外出届け出されています。

　　　　　　　　ご家族への連絡を取っていますが、確認取れておらず、引き続き連絡していく事としています。

・高橋　百壽様～昨日、一泊二日の外泊から帰院していますが、１２/２６(月)の退院希望が聞かれています。ご家族より｢退院させても、家でなんとかやっていけそう｣と外泊中の様子が聞かれており、退院に関しては同意している様子です。主治医報告にて、退院後の治療・療養についての会議を行い、方針を決めるようにとの指示を頂いています。担当の方は進めて下さるようお願いします。

・安達　貴浩様～１２/１１（日）１５時１０分、頻回に面会時の差し入れを要求される為説明した所、“面会がダメだと言われた”と歪んだ解釈をされ、スタッフ説明にもコントロール出来ず、病棟備品を投げつける等の粗暴行為見られ、当直医報告・指示にて、一時東Ａユニットへ行かれています。本日、１２/１２日（月）主治医報告にて東Ａユニットへ転出となっています。

· 実地指導提出カルテについて

１、中間・転棟サマリーを対象期間以外のもののはずした後、どのように管理するかカンファで話し合っています。

・年度末に３月のカルテを外す際に一緒に外し、古いカルテに綴じてはどうか。

２、作業療法指示箋について

・新規分のみカルテ保存し、その他の期間以外のものは作業療法室で管理もらってはど

うか。

＜週間予定＞

· １２/１３（火）　実地指導

タオル漂白

　　　　　　　　　　心電図検査　１４：００～１３名あります。

· １２/１４（水）　皮膚科診察　（西・北）

· １２/１５（木）　コップ漂白

　　　　　　　　　　食事サービス管理委員会　２階会議室　１６：００～行います。

· １２/１６（金）　歯科診察　駒木学様、木村義重様、成田賀枝様の３名予定となって

　　　　　　　　　　　　　　　います。

· １２/１８（土）　バルサン予定

　　　　　　　　　　長谷川陽一様　10：10～14：00　外出予定

＜注目患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・沢目　純子様～最近、肩こり、上肢のこわばり、頭痛、動悸を訴えられており表情の冴えなさ見られています。｢一人になると不安になり、動悸がする｣と身体不調聞かれ、本日、主治医診察にて抗不安薬３日分臨時処方となっています。診察時、動悸について、夜一人になったり、Ｂホールへ来て周りの人達を見ると怖くなり動悸がすると話されており、主治医より自律訓練法の解除方式の呼吸法の説明を受けています。

　　　　　　　　｢もう一人の自分がいる。自分に話し掛けてくる。“あせるな”とか・・・。命令されたり、自分に同意したり、助かっている部分もあるけど、すごく疲れてきて、肩こりや、心臓がバクバクとなる。｣と、スタッフに話されてきています。昨日、お母様の面会がありましたが、自分のつらい部分は話さず、｢ご飯もちゃんと食べれているし、大丈夫｣と話し、アルコール依存症治療プログラムについても、「その治療に来ているのだからやります」とプログラムの継続の意思を見せています。

　　　　　　　　無理をしないように伝えてはいますが、決められた事を自分の良し悪しを周囲へ伝えずに取り組もうとする事あり、アルコール依存症治療プログラムを始める際は、焦燥感を持たないように、又、本人の苦しいと思っている事や不安等を確認しながら、本人の調子を見て始めるようにしていきましょう。プログラムについて本人に適宜調整できる事、又、調整する事でプログラム実施期間が延びる事はない旨を伝えていきましょう。

　　　　　　　　入院３ヶ月目になり、ご家族の都合に合わせ、外泊訓練を導入していく予定としています。

＜看護度評価・検討Ｂ＞

・大下　良悦様～現在、症状落ち着いており、煙草を一日４本と決められ吸われていますが、守られ、小遣いについても考えて使われています。日常生活面でも、整理整頓、保清面もきちんと行う事出来ています。日課も拒否なくスムーズに行う事出来ていますので、Ｃ－Ⅳとしています。

